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解　説
有機廃液処理設備の改修について
施設部長
　　　北　原 野
　本学の有機廃液処理施設は水質総量規制が制度化される約1年前の昭和52年3月に設置された。
その間約15年間燃焼処理を行なってきたが，設備の老朽化が進んだこと又，廃液処理量が年々増
加し，処理設備の処理能力を上回る量となったことにより平成3年度4年度の2期に分けて全面
改修を行なった。（廃液処理量の推移は表1を参照）
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医≡廃液処理量の壷］
　本設備は本学の環境保全設備の一部であり，本学の実験，研究施設より発生する有機廃液を一
元的に処理する重要な位置にあり故障等による機能の停止はあってはならない施設である。
　しかし，長期の使用のため老朽化による故障（急冷塔のひび割れ，誘引排風機の能力低下によ
る炉内圧の異常，ステンレス排気ダクトの腐食等）が発生，又，処理能力については旧設備（可
燃性廃液20㍑／H難燃性廃液40㍑／H）で年間処理能力は8，000㍑（処理量20㍑／H×処理時間
5H／D×処理日数80D＝8，000㍑）であったが，廃液量が年々増加し平成2年度の処理量は可
燃性廃液で16，570㍑となった。
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　以上のことにより改修を行なったが燃焼方式は旧設備と同様噴霧燃焼方式とし，処理能力は可
燃性廃液40㍑／H難燃性廃液80㍑／Hと倍の規模となった。
　又，設備の改善も同時に行ない，今まで以上の利便性，耐久性の向上を計った。
その概要は下記のとおりである。
1．可燃性廃液取扱いの簡素化
　　旧設備では10㍑容器より直接ポンプでバーナへ圧送していたが，新設備では容量80㍑の廃溶
　　媒タンクに貯め，撹搾した後ポンプでバーナへ圧送する方式に換えたので，可燃性廃液の取
　　り扱いが簡単になった。
2．排気系統へ可能な限りFRPを使用
　　旧設備では排気系統にステンレスを使用していたが，廃液燃焼後洗煙時に析出する塩分によ
　　り腐食したため，新設備では洗煙受水槽以後はFRP（fiberglass　reinforced　plastics）を使
　　用し腐食防止を行なった。
3．誘引美風機の能力可変制御
　　誘引愚心機の回転数をインバーターにより制御することによって常時炉内圧を適正に保てる
　　ようにした。
4．運転の自動化
　　制御盤にコンピュータを組み込むことにより全自動運転を可能にし運転の簡素化を計った。
5．排気ガスモニターの取替え　（NOx計．02計．　SO　2計．　CO計．　HC計．　HCI計）
　　排気ガスモニターについても設置後15年近くとなり老朽のため計：量法による検定を受けるこ
　　とが困難となったため，全ての排気ガスモニターの取替えを行なった。
　なお，参考のために有機廃液処理設備のフロー図を付しておきます。
最後に本学関係者の御努力，御理解により本設備が完成しましたことを感謝申し上げます。
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